
緩和ケア
センターとは？

2023年12月1日

宮崎大学医学部附属病院 緩和ケアセンター

緩和ケア認定看護師 太田原 優



緩和ケアとは

「緩和ケアとは

病気に伴う心と体の痛みを和らげること」

診断された時からがん治療と同時に行われることが
求められています。
緩和ケアの導入により治療ができないということでは
ありません。



がん患者さんのつらさ

がん情報サービスより引用



緩和ケアにより期待されること

痛みや身体のつらさによる気力や体力の消耗を防ぎ、
治療に取り組む力がわいてきます。

つらさを和らげることで、治療を受けやすくします。

自分らしく生活できるよう、つらい症状を和らげながら、
どのように過ごすかを一緒に考えてサポートします。

緩和ケアネットより、一部改変



緩和ケアセンター

入院・外来の患者さんやご家族を対象に、がんなどの病気に

伴う痛みや倦怠感(だるさ)などの身体の苦痛(症状)や、

不安などの精神症状を和らげるために、主治医や病棟スタッフ

と協力してその治療やサポートを行います。



メンバー構成

患者さん・ご家族

身体症状
担当医師

センター長

精神症状
担当医師

ジェネラル
マネジャー

緩和ケア
認定看護師

がん専門
薬剤師

ソーシャル
ワーカー

リハビリ
専門職

管理栄養士

体のつらさの緩和を専門とする医師、気持ちのつらさの緩和を専門とする医師
が対応します

医師

経済的な問題や退院・転院
にむけた不安に対応します

ソーシャルワーカー

無理のない動きや生活
の工夫をアドバイス

します

リハビリ専門職

食欲がない時など、食事の調整・工夫を
アドバイスします

管理栄養士

薬の副作用への不安を和らげ、飲み方などをアドバイスします

がん専門薬剤師

体や心のつらさ
を和らげ、生活
を支えます

看護師



このような症状や問題があったら・・・
痛み、痺れ・吐気・息苦しさ・身の置き所のないだるさ

などの身体のつらい症状への対応

不安、不眠、気持ちの落ち込み・落ち着かない気持ち・やり場のない怒り
などの精神症状への対応とこころのケア

日常生活に関する相談：生活において不便さや気がかりなことについて

医療費や社会福祉制度についての相談：療養生活や介護に関する不安、心配事、
社会的支援について

お薬の相談：薬の使い方の説
明や副作用対策について

お食事の相談：食事形態や食欲不振
などに関する対策について

（家族）
患者さんにどのように接したら
いいかわからない、患者さんの

病状や今後のことが不安な気持ち
などに対する家族の悩み



緩和ケアの活動内容
➢痛みや吐き気、呼吸困難など、からだの不快な症状の緩和

➢こころのサポート

➢がん看護に関する専門資格を有する看護師等による定期的カウンセリング

➢症状の緩和に係る薬剤の相談

➢療養中の食事・栄養に関する相談

➢制度利用のお手伝い（医療保険・介護保険・福祉制度など）

➢療養の場の選択（在宅・ホスピス・緩和ケア病棟・介護施設など）

➢今後のこと（治療・生活全般など）を決めていくサポート

➢がん相談支援室（がん相談支援センター）と連携した患者や家族の支援

➢大切な方を亡くされた方のサポート



多職種のチームで活動 緩和ケアセンター
の運営に関する
カンファレス

日々の回診
多職種カンファレンス

症例検討会

緩和ケア連携・協力
カンファレンス

緩和ケア研修会の
定期的な開催



2022年度実績
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緩和ケア外来

がんと診断された患者さんの苦痛症状や精神的な悩みについて、

苦痛を和らげ患者さん・ご家族の『生活の質(ＱＯＬ)』の向上

を図るための外来です。

対象：外来通院しているがんと診断されている患者さん・ご家族。

当院に入院中の場合は、緩和ケアチームが対応いたします。

主治医にご相談ください。



緩和ケア外来の受診の流れ



緩和ケア認定看護師の主な活動内容

➢ 緩和ケアチーム介入の調整

➢ 外来・病棟との連携

➢ 患者さん・ご家族への直接的ケア

➢ 看護スタッフからの相談

➢ 多職種との連携（患者支援センターなど）

➢緩和ケア・がん看護の教育

➢ 研修会・勉強会の開催



緩和ケア担当看護師へ相談する方法

・主治医の先生に相談する
・外来受診時、看護師に相談する
・入院中の場合は、病棟看護師に
相談する

主治医・看護師から
緩和ケア担当看護師
に連絡

緩和ケア担当

看護師が患者さん
と面談



緩和ケアチームが大切にしていること

専門性を持った医師・看護師・薬剤師・管理栄

養士などの多職種が、それぞれの視点から

積極的に意見を出し合い、

患者さん・ご家族の苦痛や不安などを

和らげるために、全力を尽くすことです。



緩和ケアセンターにご相談ください


